




































地が冬期に灌水されるように，ダムとさまざまな導水管・排水路（a dam, and various ducts and 
drains ）が築造された。水に含まれた石灰やほかのミネラルが肥料として働いたし，水そのもの
が霜よけになった。それで早期の放牧が可能になった。ケリッジはウォータ・メドウズの導入
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を正しく１６世紀後半だと推定













ロゥランド・ヴォーンによって実施されたが，かれは，The Most Approved and Long 
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の流域（Frome and Piddle valeys）ではすでに十分理解されていたことは明白である。このこ

















すなわち，① 問題の採草地が水車用水池に接している場所（que jacet juxta stangmum 
molendini）にあること，② 採草地そのものがMil Hamsと呼ばれている（omunia prata mea 












































































１）Bettey, J. H., “The Development of Water Meadows in Dorset during the Seventeenth 
Century,” Ag（ricultural） H（istory） R（eview）, Vol.２５, １９７７, p.３７.
２）Bettey, J. H., “The Floated Water Meadows of Wessex: A Triumph of English Agriculture, ”
in Water Meadows: History, Ecology and Conservation, ed. by Hadrian Cook & Tom 
Wiliamson, Windgather Press, ２００７, p.１０.
─２５─
ウォータ・メドウズとウェセクス農業革命　─ 國方
３）Atwood, George, “A Study of the Wiltshire Water Meadows, ”Wiltshire Archaeological and 
Natural History Magazine, Vol.５８, １９６３, pp.４１１-４１２. この点でいえば，VCHで中世ウィルト
シァの農業について執筆したスコット（Richard Scott）も，通常の採草地とは区別された
ウォータ・メドウズとして‘hams’や‘hamelettes’が死後審問調書などで言及されている，
と 指 摘 す る。The Victoria History of the Counties of England, Wiltshire, Vol.IV, Oxford 
University Press, １９５９, p.１７.
４）Atwood, op.cit., pp.４１２-４１３.
５）Cook, H., K. Stearne and T. Wiliamson, “The Origins of Water Meadows in England,” AgHR, 
Vol.５１, ２００３, p.１５７. ‘floating upwards’については，差し当たり，拙稿「ウォータ・メドウズ
について」『山形大学紀要（社会科学）』（第４６巻１号，２０１５年）１１２頁を参照されたい。ロゥ
ランド・ヴォーンの著書を詳細に読み込んだスターン（Kathy Stearne）は，かれの構築した
システムの詳細はその著書からは明らかにならないと指摘している。Stearne, Kathy, “The 
Management of Water Meadows: Four Hundred Years of Intensive Integrated Agriculture,” 
in Water Meadows, ed. by Cook & Wiliamson, p.１０７.
６）Fitzherbert, John, The Boke of Surveying and Improvments, ed. by Walter J. Johnson, １５２３




７）Cook, et al., “The Origins of Water Meadows,” pp.１５８-１５９.
８）Ibid., p.１５９. 
９）Matarasso, Pauline., The Cistercian World: Monastic Writings of the Twelfth Century, 










１１）Cook, et al., The Origins of Water Meadows, p.１６０. この説明はマーシャルの著書からおぎなっ
て い る。Marshal, Wiliam, The Rural Economy of the West of England, David & Charles, 
１９７０（first published in １７９６）, Vol.１, pp.２０６-２０７.













毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅 毅
ただけでなく，良質の小麦と大量の穀物を産出するようになったのか
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いるが，それは肥料源の確保のためだったようには思われない。Hare, John, A Prospering 






































































ライ土（calcareous aluvial gleys with a silty clay loam texture）であった。この土壌の下には
砂ないしロームを母体に石灰と燧石の小石混じりの砂利が堆積していた。
灌水管理人の格言に，「早足で水を引き入れ，駆け足で水を流し去れ（You lets’the water 














出典）Cook, “The Hydrology, Soils and Geology of the Wessex Water Meadows,” p.101, Figure34.
原註）勾配の変動を示す，エイムズベリ橋とクライストチャーチ間のソールズベリ・エイヴン川沿いの氾濫原
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